




































































































































































































































































































































































ての言葉を以下のように第 1 類と第 2 類に分類した
が、1 例を除いて、すべて神尾の分類に当てはまる
ことがわかった。間接的規定も「症状の設定」分類
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※稲賀敬二校注『前掲書』pp.9 － 295 より筆者集計
　分類不能 1 例は除外した（筆者注）
最も多かったのが第 1 種第 2 類の「自己が期待す
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（ 2 ） 石田譲二、清水好子校注（初出 2004）『新潮
日本古典集成　源氏物語一』新潮社、p.183、
若紫
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るが、マラリアではないかとされている。
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